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「大学連合による計算科学の

最先端人材育成」の取組み
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村田健史（愛媛大学
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　 「 計算機シミ ュ レ ーショ ンは時空間を超越でき る望遠鏡」 と 呼ばれるよう に、 未来に起こ る現象を 予測し たり 、  過去にさ かの

ぼっ て現象を 検証し たり 、 到達でき ない場所での現象を 観測するこ と ができる有力な研究手法です。  計算機の驚異的な発達に伴

い、 計算機シミ ュ レ ーショ ンは、 理論と 実験に並ぶ第３ の科学技術手法と し て位置付けら れるよう になり まし た。  さ ら に、 単なる

物理現象の解明に留まら ず、 経済・ 社会現象の検証など幅広い研究分野における重要な地位を築いています。

本教育プログラ ムでは、 それぞれの研究分野での深い理解と 、 最新の研究成果を 基に新たな可能性を 追求する能力、  分野を 横断し

た多様な計算機シミ ュ レ ーショ ンに習熟し 、 現状を 迅速・ 的確に掌握する能力を 有する若手技術者・ 研究者の育成を 目的と し ていま

す。

代表　 神戸大学　 賀谷　 信幸

　 平成20年度第2回神戸シミ ュ レーショ ンスク ールを開催いたし ます
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大学院GPの取組

講義で学ぶ

自ら学ぶ

指導して
学ぶ

Simulation Schoolでの講義
1. 網羅的な研究の紹介
2. 他の研究分野の講義
3. プログラム手法の演習（MPI、openMP…..）
4. 計算手法（差分、有限要素法…..）の講義

教材の制作
1. 自習用e-Learning教材
2. e-Learning教材での講義（方法の開発）

プログラム演習
1. 他人のプログラムの理解
2. プログラム手法を学ぶ演習問題
3. 計算精度を理解する演習問題
4. プログラムの性能評価する演習問題

TA、質問室などでの指導

質問に答えられて修了

企業を牽引する計算科学高度技術者の
養成プロジェクト

神戸大学

賀谷信幸

office@phobos.cs.kobe-u.ac.jp

平成２２年度 科学技術戦略推進費 （旧：科学技術振興調整費）
地域再生人材創出拠点の形成



テーラー相談室

企業A,  企業B, ・・・・・・・、企業Z

室長

テーラーメイド
カリキュラム作成、提案

企業Aさんは、
・ 計算科学演習、 数値解析学

の講義・演習に加えて、
・ MPI基礎、 可視化基礎
シミュレーションスクールを取ってくださいね。

企業Bさんは、
・ 計算化学基礎、 プログラミング演習II

の講義・演習に加えて、
・ MPI応用編
シミュレーションスクールを取ってくださいね。

受講者（企業の計算機シミュレーション担当技術者）

皆さん、適時、プログラム相談室も利用ください。

テーラーメイドカリキュラムに従って受講開始
大学の講義・演習

e-コンテンツ
・神戸大学の計算科学
関連講義、演習のピン
ポイント受講
・e-コンテンツ
利用した
ネット学習

シミュレーションスクール

・並列化、可視化
データ解析、に関
する基礎スクール
（必修科目）

シミュレーション相談室

具体的なプログラムに関する相談

・ 自社ソフトを並列化したいけど、
具体的にどうすればいい？ など。

基礎コース
シミュレーション・スクール

計算機の基本的な使用方法
• １日 計算機の使用方法(UNIX)/Fortranの解説

基本的なシミュレーション手法
• ２日 基本的なシミュレーション（熱伝導）
• ３日 計算結果の表示と解析

高度なシミュレーション手法
• ４日 並列化プログラミングの講義
• ５日 並列化プログラミングの演習

演習主体、課題Reportの提出⇨基礎修了者



「京」一筐体富士通FX-10を活用した講習会と
最速に挑戦するコンペティション

京を使いこなせる人材養成
全国の大学と企業で教育に活用

平成２４年８月６日〜１０日

計算科学研究機構での
サマースクール
東大、阪大、鳥取、早稲田
東京理科大、中央大、同志社
学生 19名、企業9名、大学17名

FX-10を計算科学

研究機構で演習に
使用

京速コンピュータ π-Computer

「京」の一筐体：富士通FX-10
それでも地球シミュレータの半分

応用コース

テ
ー
ラ
ー
相
談
室
（
課
題
の
設
定
）

シミュレーション・プログラムの作成 または

既存ソフトの改良、使用法の修得

質問室 質問室 質問室
中間
発表

最終
発表

シミュレーションスクール（特別講義）＋神戸大学計算科学専攻講義

随 時 随 時 随 時

会社で実施

必要な講義のみ つまみ食い

修
了
証
授
与

５月５月 ６月６月 ７月７月 ８月８月 ９月９月

前期(5月から)／後期(10月から)

適
任
指
導
者
の
選
定





計算科学教育センター

シミュレーションという第３の研究手法を教育することにより
専門分野の枠を超えて社会的課題の解決に導く高度な人材育成

自治体からの支援
神戸市、兵庫県

計算科学振興財団

神戸大学統合研究拠点

最先端研究
最先端授業

三次元可視化による
シミュレーション解析

京速コンピュータ「京」一筐体

FX-10によるプログラム開発

高度な教育資源の共同利用

1. 全国の大学の研究指導
• AICSとの共同研究

2. 企業への計算科学教育
• 基礎からテーラー教育

3. 大学・企業への遠隔授業
• 分野拡大／最先端研究

4. シミュレーション演習
• 「京」一筐体FX-10

5. 海外共同研究
• 海外派遣

6. 企業との連携
• インターンシップ
• 就職センター

シミュレーション相談室
リタイアーした研究者の教師陣

大・中高生への理解増進

５分野戦略機関
大学・研究機関

理化学研究所
計算科学研究機構

大学院GP：大学連合
科学技術戦略推進費：企業

計算科学研究機構：世界の計算科学研究拠点 隣に計算科学の教育拠点

将来を担う計算科学の優れた研究者、企業でプロダクト・イノベーションを牽引する人材



1. 学内（他大学・企業）への遠隔授業
• 神大、AICS、理研、JAMSTEC、JAXA、戦略５分野などの遠隔授業の配信

2. FX−１０を用いたシミュレーション演習
• 新演習：モデリングと解析に重点

3. 学内参加のシミュレーション・スクール
• AICS-夏冬Simulation School → 「京」の使用
• 「π-CAVE」による可視化演習 & コンペティション

4. シミュレーション相談室・テーラー相談室
• シミュレーションへの学内窓口

5. 国際共同研究・国際連携教育
• 学生のための国際会議
• 海外大学とのSimulation School→Brown-U(H25.8実施)

6. 企業との連携
• 国内・国際インターンシップの窓口
• 就職センター（修士修了就職後の博士への社会人入学）

7. Outreach活動
• 小中高大・高専・一般

8. FX-10、３次元可視化とプリポストの運営・管理

計算科学教育センターの役割

三次元可視化による
シミュレーション解析

Outreach用三次元映像

FX-10

TV会議(PC通信)を用いた授業

イ
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ー
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信州大学での受講

企業での受講

神戸大学の講義







学生プロジェクト
参加者集合写真

２対２のプロジェクト

１対１の対話


